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下品野連区地区防災計画 
 

１ 目的 

  この計画は、下品野連区における防災活動に必要な事項を定め、地震その他の災害から生命、

身体及び財産を保護するとともに被害の拡大防止を目的とする。 

 

２ 基本方針 

  地域防災を考える際、数多くの課題が出てきます。すべての課題に対策が施せるわけではなく、

時には対策を施すことができない課題もあります。 

  防災活動は持続性が重要であり、対策が施せない課題にこだわるが故に防災活動が停滞するこ

とがないよう、時には“後回し”や“妥協”することも防災活動を続ける上での工夫であると考

えます。 

  ２歩下がったとしても３歩進み、それが次の４歩目につながるよう『地域みんなで防災活動を

続ける。』ことを下品野連区地区防災計画の基本方針とします。 

  防災計画に満点はないと言われています。私たちの「下品野連区地区防災計画」も決して完璧

な地区防災計画ではありません。必ず、不都合な点や不足事項などに気づくことがあると思いま

す。 

  しかし、その時が地域防災力向上のチャンスです。それらに気づいたとき、例え後から見れば

最良ではなくても、その時点において最良と思われる計画にその都度修正しブラッシュアップし

続けることにより、安全で安心な暮らしに一歩ずつ近づくことができると考えています。 

 

３ 地域の災害特性（Ｐ３参照） 

  ハザードマップ等の資料から、私たちの住む下品野連区ではどのような災害が発生するのか地

域の災害特性を把握し、どのような被害が私たちに降りかかるのか想像してみましょう。平常時

に想像力を最大限に働かせ、被災時の想定外を少しでも減らしておきましょう。災害を具体的に

イメージすることが災害対策を考える第一歩になります。 

 

４ 防災訓練等 

  私たちの地域では、様々な防災活動が行われています。他人事と思わず積極的に参加しましょ

う。 

  「どのような訓練をすればいいのだろう？」と考えてしまうのは「具体的な地域の課題が見え

ていない。」のです。地域の課題が見えてくれば「こんな訓練をしてみよう。」に必ず変わるはず

です。小さな訓練の積み重ねがいざというときに役立ちます。 

 (1) 瀬戸市総合防災訓練（例年１１月第３日曜日） 

      瀬戸市が主催する総合防災訓練に参加します。 

 (2) 下品野地域防災訓練（例年１１月第３日曜日） 

    瀬戸市が主催する総合防災訓練に併せ、様々な災害を想定した地域防災訓練（防災資機材取

扱訓練、防災資機材点検、避難所開設運営訓練、情報収集訓練、土砂災害危険区域把握訓練な

ど）を行います。 

 (3) 新防災人材育成研修会（５月第３水曜日） 

   新たに自主防災リーダー及び防火防災委員に委嘱された方を対象に、地域の防災についての

取り組みなどの基礎研修を行います。 

 (4) その他 

   避難訓練などの実践的な訓練のみにとらわれることなく、図上訓練や、防災資機材点検、課 
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